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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月12日(2018.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（１ａ）または式（１ｂ）：

【化１】

［式中：
　Ｒｆは、各出現においてそれぞれ独立して、炭素数１～１６のパーフルオロアルキル基
を表し；
　ＰＦＰＥは、各出現においてそれぞれ独立して、式：
　　　　－（ＯＣ４Ｆ８）ａ－（ＯＣ３Ｆ６）ｂ－（ＯＣ２Ｆ４）ｃ－（ＯＣＦ２）ｄ－
（式中、
　－（ＯＣ４Ｆ８）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ３Ｆ６）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ２Ｆ４）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　ａ、ｂ、ｃおよびｄは、それぞれ独立して、０～２００の整数であって、ａ、ｂ、ｃお
よびｄの和は１０以上２００以下であり、添字ａ、ｂ、ｃまたはｄを付して括弧でくくら
れた各繰り返し単位の存在順序は式中において任意である。）
で表される基であり；
　Ｘは、それぞれ独立して、下記の２価の有機基：
－Ｒ３１－Ｘｃ－Ｒ３１－
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［式中：
　Ｒ３１は、それぞれ独立して、単結合または－（ＣＨ２）ｓ’－（式中、ｓ’は、１～
６の整数である。）を表し；
　Ｘｃは、
－Ｏ－、または
－ＣＯＮＲ３４－、
（式中：
　Ｒ３４は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子またはＣ１－６アルキル基を表
す。）
である。］
で表される基を表し；
　αは、１であり；
　βは、１であり；
　Ｒｂは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｙは、各出現においてそれぞれ独立して、Ｃ１－６アルキレン基、または－（ＣＨ２）

ｇ’－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ’－（式中、ｇ’は１～６の整数であり、ｈ’は１～６の整数で
ある。）を表し；
　Ｒ５は、各出現においてそれぞれ独立して、水酸基、－ＯＲ、－ＯＣＯＲ、－Ｏ－Ｎ＝
Ｃ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）２、－ＮＨＲ、またはハロゲン（これら式中、Ｒは、置換または
非置換の炭素数１～４のアルキル基を示す）を表し；
　Ｒ６は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｎは、（－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎ）単位毎に独立して、１～３の整数を表し；

　ｋは、０であり；
　ｌは、３であり；
　ｍは、０である。］
で表されるパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項２】
　ＰＦＰＥが、以下の式（ｉｖ）：
　－（ＯＣ２Ｆ４－Ｒ８）ｎ”－　　　　　　　　　　　　　（ｉｖ）
［式中、Ｒ８は、ＯＣ２Ｆ４、ＯＣ３Ｆ６およびＯＣ４Ｆ８から選択される基であるか、
あるいは、これらの基から独立して選択される２または３つの基の組み合わせであり；
　－（ＯＣ４Ｆ８）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ３Ｆ６）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ２Ｆ４）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２）－であり、
　ｎ”は、２～１００の整数である。］
で表される基である、請求項１に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合
物。
【請求項３】
　ＰＦＰＥが、－（ＯＣ２Ｆ４－ＯＣ３Ｆ６）ｎ”－または－（ＯＣ２Ｆ４－ＯＣ４Ｆ８

）ｎ”－で表される基であり、
［式中、－（ＯＣ４Ｆ８）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ３Ｆ６）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ２Ｆ４）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２）－であり、
　ｎ”は、２～１００の整数である。］
で表される基である、請求項１または２に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シ
ラン化合物。
【請求項４】
　Ｘが、それぞれ独立して、下記の２価の有機基：
－Ｒ３１－Ｘｃ－Ｒ３１－
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［式中、Ｒ３１は、それぞれ独立して、単結合または－（ＣＨ２）ｓ’－（式中、ｓ’は
、１である。）を表し；
　Ｘｃは、－Ｏ－、または－ＣＯＮＲ３４－、
（式中、Ｒ３４は、水素原子を表す。）
である。］
で表される基である、請求項１～３のいずれか１項に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテ
ル基含有シラン化合物。
【請求項５】
　Ｘが、それぞれ独立して、下記の２価の有機基：
－Ｒ３１－Ｘｃ－Ｒ３１－
［式中：
　Ｒ３１は、－（ＣＨ２）ｓ’－（式中、ｓ’は、１である。）を表し；
　Ｘｃは、－Ｏ－である。］
で表される基である、請求項１～４のいずれか１項に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテ
ル基含有シラン化合物。
【請求項６】
　Ｘが、それぞれ独立して、下記の２価の有機基：
－Ｒ３１－Ｘｃ－Ｒ３１－
［式中、Ｒ３１は、それぞれ独立して、単結合または－（ＣＨ２）ｓ’－（式中、ｓ’は
、１である。）を表し；
　Ｘｃは、－ＣＯＮＲ３４－
（式中、Ｒ３４は、水素原子を表す。）
である。］
で表される基である、請求項１～４のいずれか１項に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテ
ル基含有シラン化合物。
【請求項７】
　Ｘが、それぞれ独立して、下記の２価の有機基：
－Ｒ３１－Ｘｃ－Ｒ３１－
［式中、Ｒ３１は、単結合を表し；
　Ｘｃは、－ＣＯＮＲ３４－、
（式中、Ｒ３４は、水素原子を表す。）
である。］
で表される基である、請求項１～４のいずれか１項に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテ
ル基含有シラン化合物。
【請求項８】
　Ｘが、それぞれ独立して：
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）６－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮ（ＣＨ３）－（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）６－、および
－ＣＯＮ（ＣＨ３）－（ＣＨ２）６－、
からなる群から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載のパーフルオロ（ポリ）
エーテル基含有シラン化合物。
【請求項９】
　Ｙは、各出現においてそれぞれ独立して、Ｃ３アルキレン基、または－（ＣＨ２）ｇ’

－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ’－（式中、ｇ’は１の整数であり、ｈ’は１～６の整数である。）
を表す、請求項１～８のいずれか１項に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラ
ン化合物。
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【請求項１０】
　Ｒｆは、各出現においてそれぞれ独立して、炭素数１～３のパーフルオロアルキル基を
表し；
　ＰＦＰＥは、各出現においてそれぞれ独立して、以下の式（ｉｖ）：
　－（ＯＣ２Ｆ４－Ｒ８）ｎ”－　　　　　　　　　　　　　（ｉｖ）
［式中、Ｒ８は、ＯＣ２Ｆ４、ＯＣ３Ｆ６およびＯＣ４Ｆ８から選択される基であるか、
あるいは、これらの基から独立して選択される２または３つの基の組み合わせであり；
　－（ＯＣ４Ｆ８）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ３Ｆ６）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－であり；
　－（ＯＣ２Ｆ４）－は、－（ＯＣＦ２ＣＦ２）－であり、
　ｎ”は、２～１００の整数である。］
で表される基であり；
　Ｘは、それぞれ独立して、下記の２価の有機基：
　－Ｘｃ－Ｒ３１－
［式中、Ｒ３１は、－（ＣＨ２）ｓ’－（式中、ｓ’は１である。）を表し；
　Ｘｃは、－ＣＯＮＲ３４－
（式中、Ｒ３４は、水素原子を表す。）
である。］
で表される基であり；
　αは、１であり；
　βは、１であり；
　Ｒｂは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｙは、各出現においてそれぞれ独立して、Ｃ１－６アルキレン基、または－（ＣＨ２）

ｇ’－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ’－（式中、ｇ’は１～６の整数であり、ｈ’は１～６の整数で
ある。）を表し；
　Ｒ５は、各出現においてそれぞれ独立して、ＯＲ（式中、Ｒは、メチル基またはエチル
基である。）を表し；
　ｎは、３であり；
　ｋは、０であり；
　ｌは、３であり；
　ｍは、０である、
請求項１に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１１】
　式（１ａ）または式（１ｂ）：
【化２】

［式中：
　Ｒｆは、各出現においてそれぞれ独立して、１個またはそれ以上のフッ素原子により置
換されていてもよい炭素数１～１６のアルキル基を表し；
　ＰＦＰＥは、各出現においてそれぞれ独立して、式：
　　　　－（ＯＣ４Ｆ８）ａ－（ＯＣ３Ｆ６）ｂ－（ＯＣ２Ｆ４）ｃ－（ＯＣＦ２）ｄ－
（式中、ａ、ｂ、ｃおよびｄは、それぞれ独立して、０～２００の整数であって、ａ、ｂ
、ｃおよびｄの和は少なくとも１であり、添字ａ、ｂ、ｃまたはｄを付して括弧でくくら
れた各繰り返し単位の存在順序は式中において任意である。）
で表される基であり；
　Ｘは、単結合を表し；
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　αは、１であり；
　βは、１であり；
　Ｒａは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｚ－ＣＲ１

ｐＲ２
ｑＲ３

ｒを表し；
　Ｚは、各出現においてそれぞれ独立して、酸素原子、Ｃ１－６アルキレン基、－（ＣＨ

２）ｇ－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ－（式中、ｇは、１～６の整数であり、ｈは、０～６の整数で
ある）、または、－フェニレン－（ＣＨ２）ｉ－（式中、ｉは、０～６の整数である）を
表し；
　Ｒ１は、各出現においてそれぞれ独立して、Ｒａ’を表し；
　Ｒａ’は、Ｒａと同意義であり；
　Ｒａ中、Ｚ基を介して直鎖状に連結されるＣは最大で５個であり；
　Ｒ２は、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｙは、各出現においてそれぞれ独立して、Ｃ１－６アルキレン基、または－（ＣＨ２）

ｇ’－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ’－（式中、ｇ’は０～６の整数であり、ｈ’は１～６の整数で
ある。）を表し；
　Ｒ５は、各出現においてそれぞれ独立して、水酸基、－ＯＲ、－ＯＣＯＲ、－Ｏ－Ｎ＝
Ｃ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）２、－ＮＨＲ、またはハロゲン（これら式中、Ｒは、置換または
非置換の炭素数１～４のアルキル基を示す）を表し；
　Ｒ６は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｎは、（－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎ）単位毎に独立して、１～３の整数を表し；

　Ｒ３は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｐは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｑは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｒは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　Ｒｂは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｒｃは、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｋは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｌは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｍは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ただし、式中、少なくとも１つのｑは２または３であるか、あるいは、少なくとも１つ
のｌは２または３である。］
で表されるパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１２】
　ｌが３である、請求項１１に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物
。
【請求項１３】
　式（１ａ）または式（１ｂ）：
【化３】

［式中：
　Ｒｆは、各出現においてそれぞれ独立して、１個またはそれ以上のフッ素原子により置
換されていてもよい炭素数１～１６のアルキル基を表し；
　ＰＦＰＥは、各出現においてそれぞれ独立して、式：
　　　　－（ＯＣ４Ｆ８）ａ－（ＯＣ３Ｆ６）ｂ－（ＯＣ２Ｆ４）ｃ－（ＯＣＦ２）ｄ－
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（式中、ａ、ｂ、ｃおよびｄは、それぞれ独立して、０～２００の整数であって、ａ、ｂ
、ｃおよびｄの和は少なくとも１であり、添字ａ、ｂ、ｃまたはｄを付して括弧でくくら
れた各繰り返し単位の存在順序は式中において任意である。）
で表される基であり；
　Ｘは、それぞれ独立して、３～１０価の有機基を表し；
　αは、２～９の整数であり；
　βは、１～８の整数であり；
　Ｒａは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｚ－ＣＲ１

ｐＲ２
ｑＲ３

ｒを表し；
　Ｚは、各出現においてそれぞれ独立して、酸素原子、Ｃ１－６アルキレン基、－（ＣＨ

２）ｇ－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ－（式中、ｇは、０～６の整数であり、ｈは、０～６の整数で
ある）、または、－フェニレン－（ＣＨ２）ｉ－（式中、ｉは、０～６の整数である）を
表し；
　Ｒ１は、各出現においてそれぞれ独立して、Ｒａ’を表し；
　Ｒａ’は、Ｒａと同意義であり；
　Ｒａ中、Ｚ基を介して直鎖状に連結されるＣは最大で５個であり；
　Ｒ２は、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｙは、各出現においてそれぞれ独立して、Ｃ１－６アルキレン基、または－（ＣＨ２）

ｇ’－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ’－（式中、ｇ’は０～６の整数であり、ｈ’は１～６の整数で
ある。）を表し；
　Ｒ５は、各出現においてそれぞれ独立して、水酸基、－ＯＲ、－ＯＣＯＲ、－Ｏ－Ｎ＝
Ｃ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）２、－ＮＨＲ、またはハロゲン（これら式中、Ｒは、置換または
非置換の炭素数１～４のアルキル基を示す）を表し；
　Ｒ６は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｎは、（－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎ）単位毎に独立して、１～３の整数を表し；

　Ｒ３は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｐは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｑは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｒは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　Ｒｂは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｒｃは、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または炭素数１～２０のアルキル
基を表し；
　ｋは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｌは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｍは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ただし、式中、少なくとも１つのｑは２または３であるか、あるいは、少なくとも１つ
のｌは２または３である。］
で表されるパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１４】
　Ｘは、それぞれ独立して、５～１０価の有機基を表し；
　αは、３～８であり；
　βは、２～７である、
請求項１３に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１５】
　Ｘは、それぞれ独立して、５～７価の有機基を表し；
　αは、３～５であり；
　βは、２である、
請求項１３に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１６】
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　２，０００～３２，０００の数平均分子量を有する、請求項１～１５のいずれか１項に
記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１７】
　２，５００～１２，０００の数平均分子量を有する、請求項１～１５のいずれか１項に
記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の式（１ａ）および／または式（１ｂ）で表され
る少なくとも１種のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物を含有する、表面
処理剤。
【請求項１９】
　含フッ素オイル、シリコーンオイル、および触媒から選択される１種またはそれ以上の
他の成分をさらに含有する、請求項１８に記載の表面処理剤。
【請求項２０】
　含フッ素オイルが、式（３）：
Ｒ２１－（ＯＣ４Ｆ８）ａ’－（ＯＣ３Ｆ６）ｂ’－（ＯＣ２Ｆ４）ｃ’－（ＯＣＦ２）

ｄ’－Ｒ２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（３）
［式中：
　Ｒ２１は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基を表し；
　Ｒ２２は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基、フッ素原子または水素原子を表し；
　ａ’、ｂ’、ｃ’およびｄ’は、ポリマーの主骨格を構成するパーフルオロ（ポリ）エ
ーテルの４種の繰り返し単位数をそれぞれ表し、互いに独立して０以上３００以下の整数
であって、ａ’、ｂ’、ｃ’およびｄ’の和は少なくとも１であり、添字ａ’、ｂ’、ｃ
’またはｄ’を付して括弧でくくられた各繰り返し単位の存在順序は、式中において任意
である。］
で表される１種またはそれ以上の化合物である、請求項１９に記載の表面処理剤。
【請求項２１】
　含フッ素オイルが、式（３ａ）または（３ｂ）：
　Ｒ２１－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ｂ’’－Ｒ２２　　　　　　　　・・・（３ａ）
　Ｒ２１－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ａ’’－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ｂ’’－
（ＯＣＦ２ＣＦ２）ｃ’’－（ＯＣＦ２）ｄ’’－Ｒ２２　　　・・・（３ｂ）
［式中：
　Ｒ２１は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基を表し；
　Ｒ２２は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基、フッ素原子または水素原子を表し；
　式（３ａ）において、ｂ’’は１以上１００以下の整数であり；
　式（３ｂ）において、ａ’’およびｂ’’は、それぞれ独立して０以上３０以下の整数
であり、ｃ’’およびｄ’’は、それぞれ独立して１以上３００以下の整数であり；
　添字ａ’’、ｂ’’、ｃ’’またはｄ’’を付して括弧でくくられた各繰り返し単位の
存在順序は、式中において任意である。］
で表される１種またはそれ以上の化合物である、請求項１９または２０に記載の表面処理
剤。
【請求項２２】
　さらに溶媒を含む、請求項１８～２１のいずれか１項に記載の表面処理剤。
【請求項２３】
　防汚性コーティング剤または防水性コーティング剤として使用される、請求項１８～２
２のいずれか１項に記載の表面処理剤。
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【請求項２４】
　真空蒸着用である、請求項１８～２３のいずれか１項に記載の表面処理剤。
【請求項２５】
　請求項１８～２４のいずれか１項に記載の表面処理剤を含有するペレット。
【請求項２６】
　基材と、該基材の表面に、請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物または請求項
１８～２４のいずれかに記載の表面処理剤より形成された層とを含む物品。
【請求項２７】
　前記物品が光学部材である、請求項２６に記載の物品。
【請求項２８】
　前記物品がディスプレイである、請求項２６に記載の物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５６】
　上記の結果から理解されるように、主鎖の炭素原子から分岐した複数のＳｉ（ＯＭｅ）

３基を有する本発明のパーフルオロポリエーテル基含有シラン化合物を用いた実施例１～
５は、このような構造を有しない化合物を用いた比較例１～３と比較して、摩擦耐久性が
向上することが確認された。
　本開示は、以下の態様を含む。
［１］
　式（１ａ）または式（１ｂ）：

［式中：
　Ｒｆは、各出現においてそれぞれ独立して、１個またはそれ以上のフッ素原子により置
換されていてもよい炭素数１～１６のアルキル基を表し；
　ＰＦＰＥは、各出現においてそれぞれ独立して、式：
　　　　－（ＯＣ４Ｆ８）ａ－（ＯＣ３Ｆ６）ｂ－（ＯＣ２Ｆ４）ｃ－（ＯＣＦ２）ｄ－
（式中、ａ、ｂ、ｃおよびｄは、それぞれ独立して、０～２００の整数であって、ａ、ｂ
、ｃおよびｄの和は少なくとも１であり、添字ａ、ｂ、ｃまたはｄを付して括弧でくくら
れた各繰り返し単位の存在順序は式中において任意である。）
で表される基であり；
　Ｘは、それぞれ独立して、単結合または２～１０価の有機基を表し；
　αは、それぞれ独立して、１～９の整数であり；
　βは、１～９の整数であり；
　Ｒａは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｚ－ＣＲ１

ｐＲ２
ｑＲ３

ｒを表し；
　Ｚは、各出現においてそれぞれ独立して、酸素原子または２価の有機基を表し；
　Ｒ１は、各出現においてそれぞれ独立して、Ｒａ’を表し；
　Ｒａ’は、Ｒａと同意義であり；
　Ｒａ中、Ｚ基を介して直鎖状に連結されるＣは最大で５個であり；
　Ｒ２は、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｙは、各出現においてそれぞれ独立して、２価の有機基を表し；
　Ｒ５は、各出現においてそれぞれ独立して、水酸基または加水分解可能な基を表し；
　Ｒ６は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または低級アルキル基を表し；
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　ｎは、（－Ｙ－ＳｉＲ５
ｎＲ６

３－ｎ）単位毎に独立して、１～３の整数を表し；
　Ｒ３は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または低級アルキル基を表し；
　ｐは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｑは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｒは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　Ｒｂは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｙ－ＳｉＲ５

ｎＲ６
３－ｎを表し；

　Ｒｃは、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子または低級アルキル基を表し；

　ｋは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｌは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ｍは、各出現においてそれぞれ独立して、０～３の整数であり；
　ただし、式中、少なくとも１つのｑは２または３であるか、あるいは、少なくとも１つ
のｌは２または３である。］
で表されるパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［２］
　ｌが３である、上記［１］に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物
。
［３］
　Ｒｆが、炭素数１～１６のパーフルオロアルキル基である、上記［１］または［２］に
記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［４］
　ＰＦＰＥが、以下の式（ｉ）～（ｉｖ）のいずれか：
　－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ｂ－　　　　　　　　　　　（ｉ）
［式中、ｂは１～２００の整数である。］
　－（ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２）ｂ－　　　　　　　　　　（ｉｉ）
［式中、ｂは１～２００の整数である。］
　－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ａ－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ｂ－（ＯＣＦ２ＣＦ

２）ｃ－（ＯＣＦ２）ｄ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｉｉｉ）
［式中、ａおよびｂは、それぞれ独立して、０～３０の整数であり、ｃおよびｄは、それ
ぞれ独立して、１～２００の整数であり、添字ａ、ｂ、ｃまたはｄを付して括弧でくくら
れた各繰り返し単位の存在順序は、式中において任意である。］
または
　－（ＯＣ２Ｆ４－Ｒ８）ｎ”－　　　　　　　　　　　　　（ｉｖ）
［式中、Ｒ８は、ＯＣ２Ｆ４、ＯＣ３Ｆ６およびＯＣ４Ｆ８から選択される基であるか、
あるいは、これらの基から独立して選択される２または３つの基の組み合わせであり；
　ｎ”は、２～１００の整数である。］
で表される基である、上記［１］～［３］のいずれか１つに記載のパーフルオロ（ポリ）
エーテル基含有シラン化合物。
［５］
　Ｘが２価の有機基であり、αおよびβが１である、上記［１］～［４］のいずれか１つ
に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［６］
　Ｘが、それぞれ独立して、－（Ｒ３１）ｐ’－（Ｘａ）ｑ’－
［式中：
　Ｒ３１は、それぞれ独立して、単結合、－（ＣＨ２）ｓ’－（式中、ｓ’は、１～２０
の整数である）またはｏ－、ｍ－もしくはｐ－フェニレン基を表し；
　Ｘａは、－（Ｘｂ）ｌ’－（式中、ｌ’は、１～１０の整数である）を表し；
　Ｘｂは、各出現においてそれぞれ独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－
フェニレン基、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓｉ（Ｒ３３）２－、－（Ｓｉ（Ｒ３３）２Ｏ）ｍ’

－Ｓｉ（Ｒ３３）２－（式中、ｍ’は１～１００の整数である）、－ＣＯＮＲ３４－、－
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Ｏ－ＣＯＮＲ３４－、－ＮＲ３４－および－（ＣＨ２）ｎ’－（式中、ｎ’は１～２０の
整数である）からなる群から選択される基を表し；
　Ｒ３３は、各出現においてそれぞれ独立して、フェニル基、Ｃ１－６アルキル基または
Ｃ１－６アルコキシ基を表し；
　Ｒ３４は、各出現においてそれぞれ独立して、水素原子、フェニル基またはＣ１－６ア
ルキル基を表し；
　ｐ’は、０、１または２であり；
　ｑ’は、０または１であり；
　ここに、ｐ’およびｑ’の少なくとも一方は１以上であり、ｐ’またはｑ’を付して括
弧でくくられた各繰り返し単位の存在順序は式中において任意であり；
　Ｒ３１およびＸａは、フッ素原子、Ｃ１－３アルキル基およびＣ１－３フルオロアルキ
ル基から選択される１個またはそれ以上の置換基で置換されていてもよい。］
で表される基である、上記［５］に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化
合物。
［７］
　Ｘが、それぞれ独立して：
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）６－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２（ＣＨ

２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）２Ｓｉ（ＣＨ３）２

（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）３Ｓｉ（ＣＨ３）２

（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）１０Ｓｉ（ＣＨ３）

２（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）２０Ｓｉ（ＣＨ３）

２（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＨＦＯＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＨＦＯＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＨＦＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨＦＣＦ２ＯＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨＦＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨＦＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨＦＣＦ２ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－
－ＣＨ２ＯＣＨ２（ＣＨ２）７ＣＨ２Ｓｉ（ＯＣＨ３）２ＯＳｉ（ＯＣＨ３）２（ＣＨ２

）２Ｓｉ（ＯＣＨ３）２ＯＳｉ（ＯＣＨ３）２（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＯＣＨ３）２ＯＳｉ（ＯＣＨ３）２（ＣＨ２）３－
、
－（ＣＨ２）２－、
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－（ＣＨ２）３－、
－（ＣＨ２）４－、
－（ＣＨ２）５－、
－（ＣＨ２）６－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮ（ＣＨ３）－（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮ（Ｐｈ）－（ＣＨ２）３－（式中、Ｐｈはフェニルを意味する）、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）６－、
－ＣＯＮ（ＣＨ３）－（ＣＨ２）６－、
－ＣＯＮ（Ｐｈ）－（ＣＨ２）６－（式中、Ｐｈはフェニルを意味する）、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）６ＮＨ（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ２Ｏ－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ２Ｏ－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）６－、
－Ｓ－（ＣＨ２）３－、
－（ＣＨ２）２Ｓ（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）２－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２（Ｃ
Ｈ２）２－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）2Ｓｉ（ＣＨ３）

２（ＣＨ２）２－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）３Ｓｉ（ＣＨ３）

２（ＣＨ２）２－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）１０Ｓｉ（ＣＨ３

）２（ＣＨ２）２－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ）２０Ｓｉ（ＣＨ３

）２（ＣＨ２）２－
－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（ＣＨ２）３－、
－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（ＣＨ２）６－、
－ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２）３－Ｓｉ（ＣＨ３）２ －（ＣＨ２）２－Ｓｉ（ＣＨ３）２－
（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２）３－Ｓｉ（ＣＨ３）２ －（ＣＨ２）２－Ｓｉ（ＣＨ３）２－
ＣＨ（ＣＨ３）－、
－ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２）３－Ｓｉ（ＣＨ３）２ －（ＣＨ２）２－Ｓｉ（ＣＨ３）２－
（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２）３－Ｓｉ（ＣＨ３）２ －（ＣＨ２）２－Ｓｉ（ＣＨ３）２－
ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－、
－ＯＣＨ２－、
－Ｏ（ＣＨ２）３－、
－ＯＣFＨCF２－、

からなる群から選択される、上記［５］または［６］に記載のパーフルオロ（ポリ）エー
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テル基含有シラン化合物。
［８］
　Ｘが、それぞれ独立して、３～１０価の有機基である、上記［１］～［４］のいずれか
１つに記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［９］
　Ｘが、それぞれ独立して：

［式中、各基において、Ｔのうち少なくとも１つは、式（１ａ）および（１ｂ）において
ＰＦＰＥに結合する以下の基： 
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３－、
－ＣＦ２Ｏ（ＣＨ２）３－、
－（ＣＨ２）２－、
－（ＣＨ２）３－、
－（ＣＨ２）4－、
－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮ（ＣＨ３）－（ＣＨ２）３－、
－ＣＯＮ（Ｐｈ）－（ＣＨ２）３－（式中、Ｐｈはフェニルを意味する）、および
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を表し、
　別のＴのうち少なくとも１つは、式（１ａ）および（１ｂ）において－ＣＲａ

ｋＲｂ
ｌ

Ｒｃ
ｍに結合する－（ＣＨ２）ｎ－（ｎは２～６の整数）であり、残りは、それぞれ独立

して、メチル基、フェニル基または炭素数１～６のアルコキシ基を表し、
　Ｒ４１は、それぞれ独立して、水素原子、フェニル基、炭素数１～６のアルコキシ基ま
たは炭素数１～６のアルキル基を表し、
　Ｒ４２は、それぞれ独立して、水素原子、Ｃ１－６のアルキル基またはＣ１－６のアル
コキシ基を表す。］
からなる群から選択される、上記［８］に記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シ
ラン化合物。
［１０］
　Ｙが、Ｃ１－６アルキレン基、－（ＣＨ２）ｇ’－Ｏ－（ＣＨ２）ｈ’－（式中、ｇ’
は０～６の整数であり、ｈ’は０～６の整数である）、または－フェニレン－（ＣＨ２）

ｉ’－（式中、ｉ’は、０～６の整数である）である、上記［１］～［９］のいずれか１
つに記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［１１］
　Ｒｆ－ＰＦＰＥ部の数平均分子量が、５００～３０，０００である、上記［１］～［１
０］のいずれか１つに記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［１２］
　２，０００～３２，０００の数平均分子量を有する、上記［１］～［１１］のいずれか
１つに記載のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物。
［１３］
　上記［１］～［１２］のいずれか１つに記載の式（１ａ）および／または式（１ｂ）で
表される少なくとも１種のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物を含有する
、表面処理剤。
［１４］
　含フッ素オイル、シリコーンオイル、および触媒から選択される１種またはそれ以上の
他の成分をさらに含有する、上記［１３］に記載の表面処理剤。
［１５］
　含フッ素オイルが、式（３）：
Ｒ２１－（ＯＣ４Ｆ８）ａ’－（ＯＣ３Ｆ６）ｂ’－（ＯＣ２Ｆ４）ｃ’－（ＯＣＦ２）

ｄ’－Ｒ２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（３）
［式中：
　Ｒ２１は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基を表し；
　Ｒ２２は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基、フッ素原子または水素原子を表し；
　ａ’、ｂ’、ｃ’およびｄ’は、ポリマーの主骨格を構成するパーフルオロ（ポリ）エ
ーテルの４種の繰り返し単位数をそれぞれ表し、互いに独立して０以上３００以下の整数
であって、ａ’、ｂ’、ｃ’およびｄ’の和は少なくとも１であり、添字ａ’、ｂ’、ｃ
’またはｄ’を付して括弧でくくられた各繰り返し単位の存在順序は、式中において任意
である。］
で表される１種またはそれ以上の化合物である、上記［１４］に記載の表面処理剤。
［１６］
　含フッ素オイルが、式（３ａ）または（３ｂ）：
　Ｒ２１－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ｂ’’－Ｒ２２　　　　　　　　・・・（３ａ）
　Ｒ２１－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ａ’’－（ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）ｂ’’－
（ＯＣＦ２ＣＦ２）ｃ’’－（ＯＣＦ２）ｄ’’－Ｒ２２　　　・・・（３ｂ）
［式中：
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　Ｒ２１は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基を表し；
　Ｒ２２は、１個またはそれ以上のフッ素原子により置換されていてもよい炭素数１～１
６のアルキル基、フッ素原子または水素原子を表し；
　式（３ａ）において、ｂ’’は１以上１００以下の整数であり；
　式（３ｂ）において、ａ’’およびｂ’’は、それぞれ独立して０以上３０以下の整数
であり、ｃ’’およびｄ’’は、それぞれ独立して１以上３００以下の整数であり；
　添字ａ’’、ｂ’’、ｃ’’またはｄ’’を付して括弧でくくられた各繰り返し単位の
存在順序は、式中において任意である。］
で表される１種またはそれ以上の化合物である、上記［１４］または［１５］に記載の表
面処理剤。
［１７］
　少なくとも式（３ｂ）で表される１種またはそれ以上の化合物を含む、上記［１６］に
記載の表面処理剤。
［１８］
　上記［１］～［１２］のいずれか１つに記載の式（１ａ）または式（１ｂ）で表される
少なくとも１種のパーフルオロ（ポリ）エーテル基含有シラン化合物と、式（３ｂ）で表
される化合物との質量比が、４：１～１：４である、上記［１６］または［１７］に記載
の表面処理剤。
［１９］
　式（３ａ）で表される化合物が、２，０００～８，０００の数平均分子量を有する、上
記［１６］～［１８］のいずれか１つに記載の表面処理剤。
［２０］
　式（３ｂ）で表される化合物が、２，０００～３０，０００の数平均分子量を有する、
上記［１６］～［１９］のいずれか１つに記載の表面処理剤。
［２１］
　式（３ｂ）で表される化合物が、８，０００～３０，０００の数平均分子量を有する、
上記［１６］～［２０］のいずれか１つに記載の表面処理剤。
［２２］
　さらに溶媒を含む、上記［１３］～［２１］のいずれか１つに記載の表面処理剤。
［２３］
　防汚性コーティング剤または防水性コーティング剤として使用される、上記［１３］～
［２２］のいずれか１つに記載の表面処理剤。
［２４］
　真空蒸着用である、上記［１３］～［２３］のいずれか１つに記載の表面処理剤。
［２５］
　上記［１３］～［２４］のいずれか１つに記載の表面処理剤を含有するペレット。
［２６］
　基材と、該基材の表面に、上記［１］～［１２］のいずれか１つに記載の化合物または
上記［１３］～［２４］のいずれかに記載の表面処理剤より形成された層とを含む物品。
［２７］
　前記物品が光学部材である、上記［２６］記載の物品。
［２８］
　前記物品がディスプレイである、上記［２６］に記載の物品。
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